
様式第３号（第８条関係） 

 

競争入札設計図書等に関する回答書 

 

令和７年７月４日  

 

 

富岡土木事務所長 籏野 直広     

 

工事（委託業務）番号 第２５－４１３７１－００８３号 

工事（委託業務）名 道路橋りょう維持（補助）工事（橋梁補修） 

質   問   事   項 

１． 登録単価一覧表に記載あるコード：F9420、F9410、F9000、F9430、F8050に関わる資料をご教授

願います。 

 

２． 登録単価一覧表に記載あるコード：F0130、F2000、F2040において採用単価が見積もりとなってい

るため、見積・施工・材料の仕様条件等をご教授願います。 

 

３． 図面の作成日が令和 5 年 3 月 8 日となっておりますが、2 年以上が経過していることから、施工時

の確認で新たに補修箇所が発見された場合は、変更の対象になるかお教えいただけないでしょうか。 

 

４． 技術管理費の中に産業廃棄物分析費がありますが現場塗装工で使用する安全衛生保護具の費目は必

要ないのでしょうかご教示ください。 

 

５． バイブロハンマ（単体）電動式 普通型 15kw は起振力 108～127kN 振動周波数 17～21Hz でよ

ろしいでしょうか、ご教示ください。 

 

６． 産業廃棄物処分料金、中間処理 廃プラスチック類は土木シートでよろしいでしょうかご教示くだ

さい。 

 

７． 技術管理費、産業廃棄物分析費の中の土壌調査 11項目一式＋前処理費、溶出試験 

  の建設物価の価格の適用（計算例）1 項目の分析単価（14,500）+追加成分当たりの加算額（5,000

円）×2成分＋溶液作成料（4,000円）＝28,500円の算出方法にて算出するという解釈でよろしいで

しょうかご教示ください。 

 

８． 土砂流出防止工及び土止め仮締切工では、1段ごとの施工を行うという施工条件であるために、設計

で計上されている歩掛では、現状の施工時においての手間がかかることから実施工金額に大幅な差

異が生じる恐れがあります。設計金額の変更の対応は可能でしょうか。 

 

 

 

 



 

回   答   事   項 

 

１． 「全登録単価一覧表」に記載の基準書で確認願います。 

なお、F9420 は福島県土木部土木工事標準積算基準［Ⅰ］令和 7 年 1 月 20 日のⅠ-13-②-1 となり

ます。 

 

 

２． 仕様条件等については、以下のとおりです。 

 

（１） F0130（排水管現場孔明工・シール工） 

施工費・材料費（シーリング材）込の単価を計上しております。 

 

（２）F2000（モルタル充填工） 

「セルクリート工法」での施工を想定しており、施工費・材料費込の単価を計上しております。 

 

（３）F2040（地覆シール材設置工） 

既設目地材の撤去及び設置の施工費のみの単価を計上しております。 

なお、材料費（シーリング材）については、別途計上しております。 

 

 

３． 現地確認の結果、新たに補修が必要な箇所が確認された場合は、福島県工事請負契約約款第 18条に

基づく協議の対象とします。 

 

 

４． 必要ないと考えておりますが、現場条件を確認し、必要と判断される場合は、福島県工事請負契約

約款第 18条に基づく協議の対象とします。 

 

 

５． お見込みのとおりです。 

 

 

６． 土砂流出防止工で撤去する既設大型土のう袋の処分費用を計上しております。 

 

 

７． 建設物価の単価の算出方法については、p.861の「価格の適用」の計算例のとおりです。 

なお、土壌調査 11項目を対象としているため、追加成分は 10成分となります。 

また、建設物価 6月号の単価を適用しております。 

 

 

８． 施工条件を確認し、設計変更が必要と判断される場合は、福島県工事請負契約約款第 18条に基づく

協議の対象とします。 

 

 

 

 

 


